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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 14,678 △9.3 △197 － 219 △82.9 138 △85.1

2021年３月期 16,181 △0.8 870 574.6 1,285 209.5 932 802.7

（注）包括利益 2022年３月期 1,134百万円 （△44.1％） 2021年３月期 2,030百万円 （－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年３月期 63.38 － 0.4 0.5 △1.3

2021年３月期 426.86 － 2.6 3.0 5.4

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 48,814 37,103 76.0 16,945.68

2021年３月期 43,795 36,180 82.6 16,548.06

（参考）自己資本 2022年３月期 37,103百万円 2021年３月期 36,180百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 1,747 △1,438 442 10,544

2021年３月期 △1,005 △638 △234 9,745

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 - 50.00 - 50.00 100.00 220 23.4 0.6

2022年３月期 - 50.00 - 50.00 100.00 220 157.8 0.6

2023年３月期(予想) - 50.00 - 50.00 100.00 91.2

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 8,500 32.1 △70 － 110 △64.4 190 △13.7 86.78

通期 17,000 15.8 △180 － 210 △4.3 240 73.0 109.61

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）１株当たり当期純利益は、信託口が保有する当社株式を期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて算出しております。

（２）連結財政状態

（注）１株当たり純資産は、信託口が保有する当社株式を期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めて算出しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 2,697,600株 2021年3月期 2,697,600株

②  期末自己株式数 2022年3月期 508,040株 2021年3月期 511,214株

③  期中平均株式数 2022年3月期 2,188,478株 2021年3月期 2,185,020株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期 10,419 △16.0 △293 － 102 △92.0 618 △60.0

2021年３月期 12,397 0.9 790 － 1,287 344.4 1,544 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 282.57 -

2021年３月期 706.71 -

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 43,610 31,343 71.9 14,314.93
2021年３月期 39,434 29,950 75.9 13,698.73

（参考）自己資本 2022年３月期 31,343百万円 2021年３月期 29,950百万円

  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  -社  （社名）-　、除外  -社  （社名）-

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（注） 　詳細は、決算短信（添付資料）13ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）　期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、従業員向け株式交付信託（ＥＳＯＰ）制度に係る信託財産と
して、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有している当社株式を含めております。

（参考）個別業績の概要
2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当
たっての注意事項等については、決算短信（添付資料）４ページ「１．経営成績等の概況（５）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続くなか、ワクチン接種の進展や行

動制限の緩和などにより、企業の景況感も改善傾向にあるものの、新たな変異株の出現や地政学的リスクの高ま

り、エネルギー価格の上昇などにより、厳しい状況が続きました。

当連結会計年度における連結損益は、完成工事高146億7千万円(前年同期比15億円減・9.3％減)、営業損失1億9

千万円(前年同期は8億7千万円の営業利益)、経常利益2億1千万円(前年同期比10億6千万円減・82.9％減)、親会社

株主に帰属する当期純利益は、1億3千万円(前年同期比7億9千万円減・85.1％減)となりました。

なお、当社は、子会社の瀧上不動産株式会社を第３四半期連結会計期間より連結の範囲に含めたことにより、当

該子会社の業績を連結損益計算書に含めております。また、事業セグメントにつきましては「不動産賃貸事業」に

含めております。

当社グループの当連結会計年度に係る新型コロナウイルス関連の影響は事業セグメント毎に記載しております。

セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。

また、各セグメントの業績数値につきましては、セグメント間の内部取引高を含めて表示しております。

鋼構造物製造事業におきましては、橋梁部門では、鋼道路橋発注量は国土交通省直轄工事で回復傾向がみられた

ものの、３年連続20万トン割れの厳しい状況で推移し、受注競争の熾烈化が続いております。一方、橋梁保全市場

は依然として活況を呈しており、我々の業界の業態転換がますます進んでいく環境にあります。このような状況の

中で、当社グループは技術提案力強化とＥＣＩ方式による受注案件で設計に続き施工も契約締結に至ったものの、

橋梁部門受注高は113億2千万円(前年同期比19億3千万円減・14.6％減)となりました。

鉄骨部門では、大型再開発や物流倉庫などの大型物件の着工が相次ぎ、需要は回復傾向に転じてはいるものの、

鋼材の価格高騰や納期の長期化などから先行き不透明な状況にあります。このような状況の中で、民間建築案件へ

の受注に努めた結果、鉄骨部門の受注高は32億1千万円(前年同期比10億8千万円増・50.9％増)となり、当連結会計

年度における鋼構造物製造事業の総受注高は145億4千万円(前年同期比8億4千万円減・5.5％減)となりました。

主な受注工事は、橋梁部門につきましては、中部地方整備局の東海環状北勢第一高架橋、西日本高速道路㈱の佐

世保高架橋拡幅工事その１、鉄骨部門につきましては、大成建設㈱の東清水変電所建築工事、イビデン河間事業場

新築工事などであります。

鋼構造物製造事業の損益につきましては、橋梁部門では、コロナ禍の影響は前連結会計年度より軽微でありまし

たが、工場の稼働状況は、製作予定案件の工期延期等により、コロナ禍前の水準までには回復しておらず、結果と

して間接費の負担増により工事損益の悪化を招く結果となりました。また、鉄骨部門では、大型の一般鉄骨の受注

に傾注し、一定の受注量は確保出来ましたが、採算の厳しい民間物件であるため、工場間接費の負担増により、工

事損益は厳しい結果となりました。その結果、完成工事高116億2千万円(前年同期比14億6千万円減・11.2％減)、営

業損失3億8千万円(前年同期は7億円の営業利益)となりました。

当連結会計年度に売上計上いたしました主な工事は、橋梁部門では、中部地方整備局の三遠道路１号橋、鉄骨部

門では、鹿島建設㈱の金亀公園陸上競技場新築工事、保全部門では、中日本高速道路㈱の名港中央大橋耐震補強工

事などであります。

不動産賃貸事業につきましては、コロナ禍の影響は軽微であり、当連結会計年度より連結の範囲に含めました子

会社（瀧上不動産株式会社）の業績も加わったため、売上高は9億5千万円(前年同期比4千万円増・4.8％増)となり

ました。また、営業利益は、新規物件の初期費用の発生が利益率を鈍化させる結果となり、5億5千万円(前年同期

比1百万円増・0.3％増)となりました。

材料販売事業につきましては、コロナ禍の影響は軽微であり、厚板部門は、当社の工期延期による加工取引の減

少や年度後半の鋼材価格の急騰による在庫評価損等が損益に影響しました。レベラー部門は、自動車関連向け取引

が安定し、薄物加工の協業が加工取引を底上げする結果となりました。また、鉄筋・建材部門は、通年で鋼材価格

の高騰を効果的に販売することが出来ました。

なお、当連結会計年度から収益認識会計基準を適用したことにより、売上高、売上原価共に19億9千万円（内部

取引を含む）減少しており、その結果、売上高20億1千万円(前年同期比11億4千万円減・36.3％減)、営業損失4千

万円(前年同期は6千万円の営業損失)となりました。

運送事業につきましては、コロナ禍の影響で、外販取引の生産設備等の輸送取引が減少しました。また、グルー

プ内取引も当社取引を中心に大幅な減少となったことから、前連結会計度と同様に採算ベースを下回る状況とな

り、売上高3億8千万円(前年同期比1億4千万円減・26.7％減)、営業損失3千万円(前年同期は1千万円の営業損失)と

なりました。
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2021年３月期 2022年３月期 増　　減

総資産（百万円） 43,795 48,814 5,018

純資産（百万円） 36,180 37,103 923

自己資本比率（％） 82.6 76.0 －

2021年３月期 2022年３月期 増　減

営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △1,005 1,747 2,753

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △638 △1,438 △799

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △234 442 676

現金及び現金同等物の期末残高（百万円） 9,745 10,544 798

2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率（％） 80.3 82.3 82.6 76.0

時価ベースの自己資本比率（％） 24.7 22.4 28.7 29.4

キャッシュ・フロー対有利子負債比率

（％）
35.0 5.4 ― 43.6

インタレスト・カバレッジ・レシオ

（倍）
1,099.0 1,964.6 ― 751.9

工作機械製造事業につきましては、自動車業界以外への設計事業の取組みが一定の効果を生みましたが、一方

で、主力である自動車業界では、コロナ禍による半導体不足等で生産調整の状態は継続しており、依然として厳し

い状況にありました。この結果、売上高1億3千万円(前年同期比2千万円減・14.0％減)、営業損失1千万円(前年同

期は1千万円の営業損失)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の財政状態につきましては、総資産は488億1千万円(前連結会計年度末比50億1千万円増・

11.5％増)となりました。

流動資産は224億7千万円(前連結会計年度末比7億1千万円増・3.3％増)、固定資産は263億3千万円(前連結会計年

度末比42億9千万円増・19.5％増)となりました。

負債は117億1千万円(前連結会計年度末比40億9千万円増・53.8％増)となり、それぞれ、流動負債は67億5千万円

(前連結会計年度末比29億6千万円増・78.2％増)、固定負債は49億5千万円(前連結会計年度末比11億2千万円増・

29.6％増)となりました。

純資産は、371億円(前連結会計年度末比9億2千万円増・2.6％増)となりました。この結果、自己資本比率は

76.0％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果は、仕入債務の増加額17億5千万円等により、17億4千万円の資金収入（前年同期は10億円の支

出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果は、投資有価証券の取得による支出14億1千万円等により14億3千万円の資金支出（前年同期は

6億3千万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果は、子会社の長期借入金による収入7億円が主な収入となり、4億4千万円の資金収入（前年同

期は2億3千万円の支出）となりました。

（現金及び現金同等物）

上記の要因により、現金及び現金同等物期末残高は105億4千万円（前年期比7億9千万円増・8.2％増）となり

ました。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移
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自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

※ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。

※ 2021年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、営業キャ

ッシュ・フローがマイナスであるため記載しておりません。

（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主価値向上の一環として、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要政策のひとつと位置付けてお

り、安定した配当を継続的に実施することを基本方針としつつ、業績の推移及び事業展開を総合的に勘案し実施

しております。

内部留保につきましては、設備投資・研究開発投資など、経営基盤の強化及び今後の事業展開に備え、有効に

活用する方針であります。

当期の期末配当金につきましては、１株当たり50円を予定しております。また、次期の配当につきましても、

中間配当50円、期末配当50円の年間配当100円とさせていただく予定であります。

（５）今後の見通し

新型コロナウイルス感染症については、感染症の発生から２年超となっても、未だに新たな変異株の出現が継

続しておりますが、国内においては、高いワクチン接種率と海外で開発された経口薬の導入などにより、一刻も

早い事態の改善が望まれます。

今後の経営環境につきましては、国内建設市場においては、民間設備投資が回復基調にあるとともに、公共投

資に関しても将来を見据えた国土強靭化やインフラ老朽化対策など引き続き堅調に推移すると見込まれるもの

の、受注競争の激化や主要資材の高騰等による厳しい状況は続くと思われます。

このような状況を踏まえ、当社グループは中期経営計画の２年目となる当事業年度を変化の激しい環境に対応

すべく「柔軟で強靭」な企業体づくりを加速させる年と位置付けております。

また、当社では、今年度より本社棟３階にＤＸ推進の拠点となるフロアを新設しました。技術本部を中心にイ

ンフラ分野のＤＸ推進に積極的に取り組むと共に、技術提案の高度化、受注増を目指してまいります。

鉄骨鉄構事業においては、当社の鉄構本部も再生から３年が経過し、業界においてもようやくその存在感を示

しつつあります。再来年度から動き出す首都圏の大規模再開発に向けて、さらにその存在感を示す準備期間とし

て重要な年と捉えております。

また、人材育成・確保に向けて、新たな人事制度をスタートします。研修制度の充実を図るとともに、処遇改

善を推進し、多様な働き方や本人の希望にも配慮した働きがいのある職場環境づくりに努めてまいります。

当社グループは、中期経営計画に掲げる諸施策の着実な取り組みを通じて、経営目標達成と企業価値向上を目

指してまいります。

次期の見通しにつきましては、現時点において連結売上高170億円、連結営業損失1億8千万円、連結経常利益2

億1千万円、親会社株主に帰属する当期純利益2億4千万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用して

おります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 9,925 10,624

受取手形・完成工事未収入金等 9,732 9,028

有価証券 500 1,100

商品及び製品 73 76

材料貯蔵品 48 468

未成工事支出金 200 108

その他 1,278 1,071

流動資産合計 21,758 22,478

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,155 7,744

減価償却累計額 △5,606 △5,674

建物及び構築物（純額） 1,549 2,070

機械装置及び運搬具 5,642 5,790

減価償却累計額 △4,591 △4,700

機械装置及び運搬具（純額） 1,050 1,089

工具、器具及び備品 570 607

減価償却累計額 △493 △524

工具、器具及び備品（純額） 77 82

賃貸不動産 8,769 10,693

減価償却累計額 △2,292 △2,480

賃貸不動産（純額） 6,476 8,212

土地 3,162 2,778

リース資産 84 91

減価償却累計額 △33 △35

リース資産（純額） 51 55

建設仮勘定 77 39

有形固定資産合計 12,445 14,328

無形固定資産

借地権 2 2

ソフトウエア 47 45

リース資産 9 7

その他 5 6

無形固定資産合計 64 62

投資その他の資産

投資有価証券 9,249 11,645

その他 277 299

投資その他の資産合計 9,527 11,945

固定資産合計 22,037 26,335

資産合計 43,795 48,814

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,261 4,021

未成工事受入金 160 460

未払費用 265 357

リース債務 19 19

賞与引当金 201 159

役員賞与引当金 44 23

工事損失引当金 90 121

完成工事補償引当金 47 42

未払法人税等 349 79

その他 352 1,475

流動負債合計 3,793 6,759

固定負債

長期借入金 － 666

役員退職慰労引当金 114 123

環境対策引当金 1 －

株式給付引当金 62 85

退職給付に係る負債 939 972

リース債務 43 45

繰延税金負債 2,222 2,623

その他 437 433

固定負債合計 3,821 4,951

負債合計 7,615 11,710

純資産の部

株主資本

資本金 1,361 1,361

資本剰余金 397 395

利益剰余金 33,457 33,368

自己株式 △2,733 △2,716

株主資本合計 32,483 32,409

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,720 4,701

退職給付に係る調整累計額 △22 △7

その他の包括利益累計額合計 3,697 4,693

純資産合計 36,180 37,103

負債純資産合計 43,795 48,814
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

完成工事高 16,181 14,678

完成工事原価 13,636 13,290

完成工事総利益 2,545 1,388

販売費及び一般管理費 1,675 1,585

営業利益又は営業損失（△） 870 △197

営業外収益

受取利息 15 13

受取配当金 295 359

投資有価証券評価益 16 0

賃貸収入 31 34

雑収入 71 40

営業外収益合計 430 446

営業外費用

支払利息 0 2

投資有価証券評価損 － 9

自己株式の取得に関する付随費用 4 3

賃貸費用 10 12

雑損失 1 2

営業外費用合計 15 30

経常利益 1,285 219

特別利益

固定資産売却益 65 7

投資有価証券売却益 47 0

投資有価証券償還益 － 0

関係会社清算益 1 25

保険解約返戻金 8 －

受取補償金 440 －

特別利益合計 563 34

特別損失

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 40 17

固定資産圧縮損 396 －

投資有価証券売却損 － 20

関係会社清算損 140 －

その他 50 1

特別損失合計 628 41

税金等調整前当期純利益 1,219 212

法人税、住民税及び事業税 427 105

法人税等調整額 △140 △31

法人税等合計 286 73

当期純利益 932 138

親会社株主に帰属する当期純利益 932 138

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益 932 138

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,085 981

退職給付に係る調整額 13 15

その他の包括利益合計 1,098 996

包括利益 2,030 1,134

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,030 1,134

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,361 399 32,745 △2,752 31,753

当期変動額

剰余金の配当 △220 △220

親会社株主に帰属する当期
純利益

932 932

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 △2 20 18

連結範囲の変動 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △2 712 19 729

当期末残高 1,361 397 33,457 △2,733 32,483

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 2,634 △35 2,599 34,352

当期変動額

剰余金の配当 △220

親会社株主に帰属する当期
純利益

932

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 18

連結範囲の変動 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

1,085 13 1,098 1,098

当期変動額合計 1,085 13 1,098 1,827

当期末残高 3,720 △22 3,697 36,180

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,361 397 33,457 △2,733 32,483

当期変動額

剰余金の配当 △220 △220

親会社株主に帰属する当期
純利益

138 138

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 △3 19 15

連結範囲の変動 2 △6 △4

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － △1 △88 16 △73

当期末残高 1,361 395 33,368 △2,716 32,409

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 3,720 △22 3,697 36,180

当期変動額

剰余金の配当 △220

親会社株主に帰属する当期
純利益

138

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 15

連結範囲の変動 △4

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

981 15 996 996

当期変動額合計 981 15 996 923

当期末残高 4,701 △7 4,693 37,103

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,219 212

減価償却費 599 627

減損損失 － 0

未収入金の増減額（△は増加） △4 △232

受取利息及び受取配当金 △310 △372

為替差損益（△は益） △10 △8

売上債権の増減額（△は増加） △2,193 703

棚卸資産の増減額（△は増加） 201 △331

仕入債務の増減額（△は減少） △555 1,759

賞与引当金の増減額（△は減少） 58 △41

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 8

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 19 △21

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 28 48

工事損失引当金の増減額（△は減少） △86 30

株式給付引当金の増減額（△は減少） 21 22

投資有価証券売却損益（△は益） △47 19

投資有価証券評価損益（△は益） △16 9

固定資産除却損 40 17

固定資産売却損益（△は益） △65 △5

固定資産圧縮損 396 －

会員権評価損 0 －

受取補償金 △440 －

関係会社清算益 △1 △25

関係会社清算損 140 －

未成工事受入金の増減額（△は減少） 70 299

未払消費税等の増減額（△は減少） 63 △188

自己株式の取得に関する付随費用 0 0

仮払金の増減額(△は増加) △0 △300

その他 51 77

小計 △820 2,309

法人税等の支払額 △184 △561

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,005 1,747

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

- 11 -

瀧上工業㈱ (5918) 2022年３月期 決算短信



(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

利息及び配当金の受取額 310 371

有価証券の取得による支出 － △100

有形固定資産の取得による支出 △781 △1,250

有形固定資産の売却による収入 70 10

投資有価証券の取得による支出 △1,163 △1,412

有価証券の売却及び償還による収入 700 500

投資有価証券の売却及び償還による収入 181 341

関係会社貸付けによる支出 △1,092 △81

関係会社の整理による収入 675 40

関係会社貸付金の回収による収入 91 81

定期預金の預入による支出 △130 △84

定期預金の払戻による収入 130 184

長期預金の預入による支出 △13 －

受取補償金の受取額 440 －

その他 △59 △41

投資活動によるキャッシュ・フロー △638 △1,438

財務活動によるキャッシュ・フロー

利息の支払額 △0 △2

長期借入れによる収入 － 700

長期借入金の返済による支出 － △13

社債の償還による支出 △10 △10

自己株式の取得による支出 △1 △2

配当金の支払額 △218 △219

自己株式の処分による収入 18 2

その他 △22 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △234 442

現金及び現金同等物に係る換算差額 10 8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,867 760

現金及び現金同等物の期首残高 11,613 9,745

連結の範囲の変更に伴う現金及び

現金同等物の増減額（△は減少）
－ 38

現金及び現金同等物の期末残高 9,745 10,544
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　一部の事業の収益について、従来は、総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供に

おける役割（本人又は代理人）を判断した結果、純額で収益を認識する方法に変更しております。

　工事契約について、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には工事進行基準によっ

ておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転する場合には財又はサービスを

顧客に移転する履行義務を充足するにつれて一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結累計会計年度の完成工事高は604百万円減少し、完成工事原価は604百万円減少しておりま

す。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありません

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、当連結財務諸表への影響はあ

りません。
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（表示方法の変更）

（連結損益計算書）

　従来、連結損益計算書の「営業外収益」及び「営業外費用」に含めて表示しておりました連結子会社の株式会

社瀧上工作所の「賃貸収入」及び「賃貸費用」は、当連結会計年度より「賃貸収入」は「完成工事高」に、「賃

貸費用」は「完成工事原価」に含めて表示する方法に変更いたしました。

　この変更は、2021年４月１日に当社と株式会社瀧上工作所との吸収分割により、株式会社瀧上工作所の鋼構造

物製造事業を当社が継承し、不動産賃貸事業を営業項目に追加したことから、経営成績をより適切に表示するた

めに行ったものであります。

　この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。この結

果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「賃貸収入」に表示しておりました11百万円

は「完成工事高」11百万円とし、「営業外費用」の「賃貸費用」に表示しておりました3百万円は、「完成工事

原価」3百万円としてそれぞれ組替えております。この変更により、営業利益が8百万円増加しておりますが、経

常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。

（連結キャッシュ・フロー計算書）

　前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「未収入金の増

減額」及び「仮払金の増減額」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしまし

た。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」の「その他」に表示していた46百万円は、「未収入金の増減額」△4百万円、「仮払金の増減額」△0百万

円、「その他」51百万円として組み替えております。
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（セグメント情報等）

１　報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経

営者が経営資源の配分及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、橋梁・鉄骨・その他鉄構物の設計・製作・施工に関連する事業、不動産の賃貸事業、鋼板及

び各種鋼材の加工販売、物資の輸送、工作機械の製造販売等に関する事業を中心に事業展開しており、これらを

製品・サービス別に区分して「鋼構造物製造事業」「不動産賃貸事業」「材料販売事業」「運送事業」「工作機

械製造事業」の５つの事業について報告セグメントとしております。

各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

鋼構造物製造事業：鋼橋・鉄骨・その他鉄構物の設計・製作・施工、

橋梁用プレキャストコンクリート製品の開発及び販売、

アスファルト添加剤の販売、他

不動産賃貸事業　：不動産賃貸並びに管理業務

材料販売事業　　：鋼板及び各種鋼材の加工販売

運送事業　　　　：物資の輸送及びその他関連業務

工作機械製造事業：工作機械、自動車用工作機械、冶工具等の設計・製作及び販売

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と同一であります。セグメント間の売上高は、市場実勢価格に基づいております。

３　報告セグメントの変更等に関する事項

　（会計方針の変更）に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関

する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「鋼構造物製造事業」の完成工事高は7百万円減少

し、完成工事原価は7百万円減少しております。また、「材料販売事業」の完成工事高は597百万円減少し、完成

工事原価は597百万円減少しております。

　（表示方法の変更）に記載のとおり、従来、連結損益計算書の「営業外収益」及び「営業外費用」に含めて表

示しておりました連結子会社の株式会社瀧上工作所の「賃貸収入」及び「賃貸費用」は、当連結会計年度より

「賃貸収入」は「完成工事高」に、「賃貸費用」は「完成工事原価」に含めて表示する方法に変更いたしまし

た。

　当該変更により、前連結会計年度のセグメント情報につきまして、変更後の数値を用いて作成したものを記載

しており、前連結会計年度の「不動産賃貸事業」の外部顧客への売上高が11百万円増加し、セグメント利益が8

百万円増加しております。

４　報告セグメントごとの資産に関する情報

　（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）に記載のとおり、前連結会計年度において非連結子会社でありま

した瀧上不動産株式会社は重要性が増したため、当連結会計年度より連結の範囲に含めております。

　これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当連結会計年度の報告セグメントの資産の金額は、「不動産賃貸

事業」において1,530百万円増加しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

連結財務

諸表計上

額

(注）３

鋼構造

物製造

事業

不動産

賃貸事

業

材料販

売事業
運送事業

工作機

械製造

事業

計

売上高

外部顧客への売上高 13,081 908 1,734 266 157 16,148 33 16,181 - 16,181

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- - 1,423 261 - 1,685 - 1,685 △1,685 -

計 13,081 908 3,158 527 157 17,833 33 17,867 △1,685 16,181

セグメント利益又は損失

（△）
708 549 △62 △15 △12 1,167 16 1,184 △313 870

セグメント資産 27,600 6,481 3,299 1,254 547 39,182 159 39,341 4,458 43,799

その他の項目

減価償却費 385 161 31 3 3 585 13 599 - 599

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
313 2 74 16 4 412 - 412 - 412

３　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を含んでおりま

す。

２　調整額は以下のとおりです。

(1）セグメント利益又は損失（△）の調整額△313百万円は、セグメント間取引の消去額△0百万円、セグメ

ント間未実現利益の消去額1百万円及び親会社本社の総務部門等管理部門に係る全社費用△314百万円で

あります。

(2）セグメント資産の調整額4,458百万円は、報告セグメントに配分していない全社資産9,131百万円（主に

長期投資資金（投資有価証券）等の資産）及びセグメント間取引の消去額△4,673百万円であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４　減価償却費には長期前払費用の償却額が含まれており、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には長期前

払費用の増加額が含まれております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

連結財務

諸表計上

額

(注）３

鋼構造

物製造

事業

不動産

賃貸事

業

材料販

売事業
運送事業

工作機

械製造

事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,620 951 1,705 233 135 14,646 32 14,678 - 14,678

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- 0 307 153 - 461 - 461 △461 -

計 11,620 951 2,012 387 135 15,107 32 15,139 △461 14,678

セグメント利益又は損失

（△）
△386 551 △41 △33 △15 73 17 90 △287 △197

セグメント資産 28,370 8,340 4,178 1,211 520 42,621 147 42,768 6,045 48,814

その他の項目

減価償却費 382 186 38 4 2 615 12 627 - 627

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
782 1,170 169 30 0 2,152 - 2,152 - 2,152

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を含んでおりま

す。

２　調整額は以下のとおりです。

(1）セグメント利益又は損失（△）の調整額△287百万円は、セグメント間取引の消去額2百万円、セグメン

ト間未実現利益の消去額△0百万円及び親会社本社の総務部門等管理部門に係る全社費用△289百万円で

あります。

(2）セグメント資産の調整額6,045百万円は、報告セグメントに配分していない全社資産11,581百万円（主

に長期投資資金（投資有価証券）等の資産）及びセグメント間取引の消去額△5,535百万円でありま

す。

３　セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

４　減価償却費には長期前払費用の償却額が含まれており、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には長期前

払費用の増加額が含まれております。
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前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 16,548円06銭 16,945円68銭

１株当たり当期純利益金額 426円86銭 63円38銭

項目
前連結会計年度

（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万円） 932 138

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益金額（百万円）
932 138

普通株式の期中平均株式数（株） 2,185,020 2,188,478

項目
前連結会計年度末
（2021年３月31日）

当連結会計年度末
（2022年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 36,180 37,103

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） － －

（うち非支配株主持分）（百万円） (－) (－)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 36,180 37,103

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式

の数（株）
2,186,386 2,189,560

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式の存在がないため記載しておりません。

２．「株式交付信託（従業員向け株式交付信託）」制度に関する株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有

する自社の株式は、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式

（前連結会計年度18,830株、当連結会計年度18,224株）に含めており、また、１株当たり純資産額の算定

上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数（前連結会計年度18,500株、当連結会計年度18,000株）に

含めております。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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区　　　分

前連結会計年度
（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日
至　2022年３月31日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋　　　梁 10,445 64.5 9,644 65.7

鉄　　　骨 2,636 16.3 1,975 13.5

小　　　計 13,081 80.8 11,620 79.2

不　動　産 908 5.6 951 6.5

材 料 販 売 1,734 10.7 1,705 11.6

運　　　送 266 1.7 233 1.6

工 作 機 械 157 1.0 135 0.9

そ　の　他 33 0.2 32 0.2

合　　　計 16,181 100.0 14,678 100.0

区　　　分

前連結会計年度
（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日
至　2022年３月31日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋　　　梁 13,256 86.2 11,325 77.9

鉄　　　骨 2,130 13.8 3,214 22.1

合　　　計 15,386 100.0 14,540 100.0

区　　　分

前連結会計年度末
（2021年３月31日）

当連結会計年度末
（2022年３月31日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋　　　梁 16,941 92.9 18,622 88.0

鉄　　　骨 1,295 7.1 2,534 12.0

合　　　計 18,237 100.0 21,157 100.0

４．その他

（１）販売及び受注の状況（連結）

１．販売実績

２．受注高

３．受注残高
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区　　　分

前事業年度
（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当事業年度
（自　2021年４月１日
至　2022年３月31日）

数量
（ｔ）

金額
（百万円）

構成比
（％）

数量
（ｔ）

金額
（百万円）

構成比
（％）

橋　　　梁 5,718 8,932 72.1 6,923 7,609 73.0

鉄　　　骨 6,834 2,634 21.2 5,218 1,975 19.0

小　　　計 12,553 11,567 93.3 12,141 9,585 92.0

不　動　産 ― 796 6.4 ― 801 7.7

その他事業 ― 33 0.3 ― 32 0.3

合　　　計 12,553 12,397 100.0 12,141 10,419 100.0

区　　　分

前事業年度
（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当事業年度
（自　2021年４月１日
至　2022年３月31日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋　　　梁 10,950 83.7 10,368 76.3

鉄　　　骨 2,128 16.3 3,214 23.7

合　　　計 13,078 100.0 13,583 100.0

区　　　分

前事業年度末
（2021年３月31日）

当事業年度末
（2022年３月31日）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋　　　梁 14,472 91.8 17,230 87.2

鉄　　　骨 1,295 8.2 2,534 12.8

合　　　計 15,767 100.0 19,765 100.0

（２）完成工事高及び受注の状況（個別）

１．完成工事高

２．受注高

３．受注残高
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